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翫
難

繍

六
組
大
師
法
寳
壇
経
に
就

い
て大

屋

徳

城

砦

復
刻
す
る
六
嬰

師
法
寳
纏

は
元
の
延
砧
三
年
震

林
罐

に
高
麗
で
開
板
し
た
も
の
で
、
今
を
距
る
こ
と
六
百
+
九
年
前
の

本
で
あ
る
、
抑
六
組
壇
経
に
異
本
が
あ
つ
た
こ
と
は
、
古
箔
比
丘
徳
異
の
序
に
既
に
明
記
さ
れ
て
居
る
と
こ
ろ
で
、
徳
異
は
實
に
三
+
飴

年
遍
く
捜
訪
し
て
、
漸
く
善
本
を
得
た
と
い
つ
て
居
る
。
即
ち
序
文
の
終
に
、

惜
乎
、
壇
維
爲
島後
人
節
暑
太
多
嚇
不
レ見
エ
ハ
組
大
全
之
旨
↓
徳
異
幼
年
讐
見
塙古
本
軸
自
後
遍
求
三
十
飴
載
、
近
得
麺
上
人
一尋
到
晶全
文
嚇

途
刊
二呉
中
休
休
灘
蕎
ハ
與
一諸
勝
士
一同

}
受
用
。

と
述

べ
て
居
る
。

然

る
に
、
明
藏
、
叉
は
明
板
、
並
に
夫
れ
等
を
翻
刻
し
た
和
刻
本
に
は
、
南
海
の
繹
宗
費
な
る
も
の
～
蹟
か
あ
り
、
文
申
、

余
初
入
レ道
有
レ感
於
斯
↓
綾
見
}三
本
一不
レ同
、
互
有
噛得

失
嚇

の

一
節
が
あ
つ
て
、
斯
経
に
三
本
あ
り
、
互
に
同
じ
か
ら
す
と
い
つ
て
居
り
。
叉
諸
塵
に

一
本
又
は
他
本
な
る
も
の
を
引
用
し
て
居
る
。

然
れ
ば
、
元
代
既
に
異
本
が
数
種
あ
つ
た
課
で
あ
る
。
因

に
徳
異
の
序
に
は
絡
に
、
至
元
二
十
七
年
庚
寅
と
あ
り
、
宗
寳
の
蹟

に
は
至
元

辛
卯
と
あ
る
か
ら

.そ
の
翌
年
即
ち
至
元
二
+
八
年

に
出
來
た
も
の
で
あ
る
。

一



二

即
ち
唐
宋
は
暫
く
措
き
、
元
代
に
於
い
て
、
壇
経
に
多
く
の
異
本
が
あ
り
、
各
長
短
異
同
が
あ

つ
た
こ
と
は
以
上
の
文
に
依
つ
て
も
明

か
で
あ
る
。
徳
異
は
呉
申
に
完
本
を
開
板
し
.
宗
費
は
南
海
に
三
本
の
異
本
が
あ

つ
た
と
い
ふ
か
ら
、
以
て
そ
の
消
息
の

一
斑
を
察
す

べ

き
で
あ
る
。
随

つ
て
、
今
日
種
々
の
壇
維
が
淺
つ
て
居
る
の
は
、
そ
れ
等
の

一
部
分
で
あ
ら
う
。
そ
の
邊
の
事

は
後
日
に
譲
り
、
此
に
は

専
ら
新
出
の
壇
経
に
就
い
て
述
ぶ
る
で
あ
ら
う
。

新
出
の
壇
経
は
昨
秋
余
が
東
京
に
於
い
て
獲
る
と
こ
ろ
で
、

一
冊
の
刊
本
で
あ
る
。
先
づ
そ
の
外
形
か
ら

い

へ
ば
、
竪
七
寸
八
分
、
幅

五
寸

一
分
、
印
面
竪
五
寸
五
分
、
幅
四
寸
三
分
、
四
周
軍
邊
.
無
界
、
黒

ロ
、
牛
葉
九
行
.
行
+
七
字
、
註
饗
行
、
板
心
に
は
上
に
壇
の

一
字
を
刻
し
、
下
に
丁
歎
を
刻
し
て
あ
り
.
巻
首
の

一
葉
の
板
心
に
、
「
胤
禎
刀
」
の
三
字
が
隠
刻
さ
れ
、
巻

尾
の

一
葉
の
板
心
に
、
「
胤

禎
」
の
二
字
が
隠
刻
さ
れ
て
あ
る
。
こ
は
彫
工
の
名
で
あ

つ
て
、
宋
粟
の
形
式
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
刊
行
の
年
月
に
就
い
て

は
、
巻
末

に
瑞
光
景
謄
の
蹟
が
あ

つ
て
、
秋
谷
長
老
の
施
財
に
依
り
、
延
砧
丙
辰
の
三
月
に
開
板
し
た
趣
き
が
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。

さ
て
、
此
に
問
題
と
な
る
の
は
施
財
者
の
秋
谷
長
老
と
瑞
光
景
謄
の
爾
人
で
あ
る
が
、
種

々
の
書
物
で
調
べ
て
み
た
が
、
そ
の
傳
記
を

詳
に
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た

。秋
谷
長
老
は
報
國
秋
谷
長
老
と
あ
る
か
ら
、
報
國
寺
に
住
し
た
人
で
あ
ら
う
。
延
訪
は
元
仁
宗
の
年

號
で
、
丙
辰
は
そ
の
三
年
に
當
る
。
併
し
斯
本
は
料
紙
か
ら
,
艦
裁
か
ら
元
粟
で
無
く
、
高
麗
の
刻
本
と
思
は
る
、
か
ら
、
延
肪
は
當
時

元
の
正
朔
を
奉
じ
た
高
麗
で
用
ひ
ら
れ
た
も
の
で
、
高
麗
の
末
葉
忠
粛
王
の
朝
に
當
り
、
丙
辰
は
即
位
三
年
に
當
る
。
高
麗
史
を
按
す
る

に
、
雀
三
+
四
、
忠
粛
王
紀
に
、

曹
漢
宗
僧
景
麟
景
聰
倶
有
γ寵
昌於
上
王
↓
出
入
禁
閣
↓
探
天

輝
師
湘

と
あ
り
、
即
ち
曹
漢
宗
の
景
麟
、
景
聰
が
王
に
尊
ば
れ
、
宮
中
に
出
入
し
て
、
灘
師
號
を
賜
つ
た
記
事
で
あ
り
、
景
謄
も
夫
れ
等
の
輝
信



と
同
じ
く
景
字
を
胃
し
て
居
る
か
ら
、
恐
ら
く
景
麟
、
景
聰

の
徒
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
甲
寅
元
年
の
記
事
に
依
れ
ば
、
高
麗
の
使
臣
が

費
紗

一
百
五
+
錠
を
以
て
、
南
京
に
於
て
、
経
籍

一
萬
八
百
雀
を
購
得
し
た
こ
と
が
あ
り
、
叉
元
の
皇
帝
が
忠
粛
王
に
、
書
籍
四
千
三
百

七
十

一
冊
共
計

一
萬
七
千
雀
を
賜
つ
た
こ
と
が
あ
り
、
皆
宋
の
秘
閣
に
藏
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
さ
れ
ば
、
此
の
壇
経
の
原
本
も
元

か
ら
渡
來
し
た
も
の
を
、
高
麗
に
於
て
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

斯
書
に
は
二
種
の
蹟
が
あ
る
。
そ
の

一
は
所
南
翁
の
蹟
で
,

そ
の
二
は
景
謄
の
蹟
で
あ
る
。

所
南
翁
の
何
人
で
あ
る
か
は
明
か
で
な

い
。
先
づ
所
南
翁
の
蹟
を
出
さ
う
。

壇
経
乃
述
下六
組
暉
師
本
末
輿
轟夫
接
門
弟
子
一問
答
之
語
m
其
僻
直
裁
諮
露
分
明
示
レ人
更
無
嵩隙
語
↓
達
磨
而
下
最
爲
寄
特
↓
所
レ謂
直
指
人

心
見
性
成
佛
之
捷
径
、
但
其
間
別
有
二

句
↓
難
レ不
γ出
一於

文
字
語
言
之
外
↓
却
不
レ在
於
語
言
文
字
之
中
↓
試
問
諸
人
還
讃
得
慶
、
若
讃

得
出
冒立
地
↓
化
冗

成
聖

、
其
或
未
レ然
。
且
只
循
行
数
墨
一亦
幅
不
二唐
損
↓

秋
谷
長
老
損
レ財
入
レ梓
流
通
、
撒
向

諸
人
面
前
↓
直
是
老
婆
心
切
、
不
F知
誰
解
艦
一悉

此
意
一耶
、
所
南
翁
蹟
。

即
ち
六
岨
壇
経
を
讃
し
て
、
秋
谷
長
老
の
施
財
開
板
の
趣
き
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
景
謄
の
蹟
も
亦
同
趣
意
で
あ
る
。

法
寳
壇
経
乃
是
佛
組
骨
髄
,
直
蔵
根

源
一了
無
一枝

葉
↓
如
肩
麗
レ天
廃
サ所
γ不
レ照
.
如
嵩水
露
γ海
同

一
誠
味
↓
見
者
、
飲
者
莫
レ不
宜
ハ足
↓

報
國
秋
谷
老
師
刊
板
印
施
以
廣
其
傳
ハ
欲

令̀
下學
般
若
一菩
薩
頓
悟
中心
宗
山、
令
浮
趣
…畳
地
↓
錐
レ然
葉
落
蹄
レ根
、
來
時
無
レロ
、
若
謂
二老
盧
末

後
句
↓
此
雀
向
轟甚
虞
一得
來
、
延
儲
丙
辰
三
月
日
。
瑞
光
麟
拝
書
。

次
に
斯
本
は
蹟
丈
の
示
す
が
如
く
、
延
肪
三
年
の
開
板
に
嫉
椙
違
な
い
が
、

精
査
し
て
み
る
と
、

雀
首
に

一
葉
を
切
断
し
た
痕
跡
が
あ

り
、
雀
末
に
印
摺
し
た
時
の
墨
が
附
着
し
て
居
て
、
或
は
そ
の
次
に
今

一
葉
の
紙
が
あ

つ
た
の
で
は
な

い
か
と
思

は
る
～
職
が
あ
り
、
聯

三



四

か
疑
問
の
除
地
が
あ
る
。
或
は
双
方
共
に
丈
字
を
印
摺
せ
ぬ
白
紙
が

一
葉
宛
あ
つ
た
の
を
切
断
し
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。
叉
、
斯
本
の
中

ぽ
き

に
白
紙
の
小
片
に
、
如
來
行
跡
金
沙
論
合
部
と
墨
書
し
た
も
の
が
挿
ん
で
あ
る
鮎
か
ら
考

へ
る
と
、
或
は
あ
と

に
如
來
行
跡
金
沙
論
と
い

ふ
も
の
を
、
合
刻
し
て
あ
つ
た
の
を
、
後
に
引
離
し
て
、
壇
経
だ
け
に
し
た
爲
に
、
最
後

の
紙

に
印
摺
の
墨
痕

か
淺
つ
て
居
る
の
で
は
な

い
か
と
も
思
ふ
。
紙
藪
は
六
+
八
枚
あ
り
、
内
序
文
が
二
枚
、
蹟
丈
が

一
枚
あ
る
か
ら
.
本
丈
は
六
+
五
枚
に
爲
る
課
で
あ
る
。
板
式
を

更
に
詳
し
く
調

べ
る
と
、
申
に
藪
葉
文
字
が
肉
太
に
爲
つ
て
、
他
の
繊
麗
優
雅
な
る
書
品
に
比
し
、
頗
る
下
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
或
は
補

　

　

刻

で
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
附
属
流
通
第
+
の
中
に
作
禮
を
作
膿
に
作
る
が
如
き
は
補
刻
の
誤
で
は
あ
る
ま

い
か
。
以
上
の
数
窯
に
就
い

て
は
、
未
だ
糧
然
尤
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
冤
れ
ぬ
が
、
要
す
る
に
、
元
の
延
鮪
年
聞
に
.
高
麗
國
で
開
板
し
た
こ
と
は
明
か
で
、
唯
そ
の

印
摺
の
時
代
に
就
い
て
、
幾
分
研
究
の
絵
地
あ
り
と
い
ふ
に
麟
す
る
課
で
あ
る
。

次
に
斯
本
の
内
容
に
就
い
て
述
べ
よ
う
。

斯
本
は
巷
首
に
、
古
箔
比
丘
徳
異
の
序
が
あ
り
、
次
に
経
題
が
あ

つ
て
、
門
人
法
海
集
と
い
ふ
略
序
が
あ
り
、

そ
れ
か
ら
本
文
と
爲
り
、

終

に
師
入
塔
の
後
開
元
+
年
壬
成
八
月
三
日
に
至
り
云
々
と
い
ふ
守
塔
沙
門
令
翰
録
の

一
文
と
、

宋
大
組
開
國
之
初
云
々
の

一
文
が
あ

り
、
最
後
に
前
出
の
二
蹟
が
あ
る
の
み
で
,
明
藏
の
壇
経
に
比
べ
る
と
、
大
邊
簡
軍
で
あ
る
。
即
ち
明
藏
本
に
は
、
省
百
に
徳
異
の
序
あ

る
外
、
明
敏
大
師
契
嵩
の
六
祀
大
師
法
寳
壇
経
萱
が
あ
り
、
本
文
の
初
に
、
風
幡
報
恩
光
牽
灘
寺
佳
持
銅
組
比
丘
宗
寳
編
と
あ
り
、
巻
末

に
は
附
録
と
し
て
門
人
法
海
等
集
の
六
組
大
師
縁
記
外
記
と
題
し
、
六
組
壇
経
略
序
に
相
當
す
る
六
組
の
傳
記
と
,
歴
朝
崇
奉
事
蹟
と
、

柳
宗
元
撰
賜
謹
大
蓼
暉
師
碑
と
、
劉
萬
錫
撰
大
鑑
輝
師
碑

井
佛
衣
銘

を
載
せ
、
終
に
至
元
辛
卯
夏
南
海
繹
宗
寳
の
蹟
を
載

せ
て
あ
る
。

此
れ
等
の
鮎
に
於

い
て
、
明
藏
本
は
斯
の
高
麗
刻
本
よ
り
は
大
分
増
釜
せ
ら
れ
た
事
が
明
瞭
で
あ
る
。



次
に
篇
章
の
排
列
に
就
い
て
、
明
藏
と
封
照
す
る
と
大
分
異
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
明
藏
本
は
行
由
第

一
、
般
若
第
二
、
疑
問
第
三
、
定

慧
第
四
、
坐
暉
第
五
、
繊
悔
第
六
、
機
縁
第
七
、
頓
漸
第
八
、
宣
詔
第
九
、
付
囑
第
+
の
順
序
と
爲
つ
て
居
る
が
、
高
麗
本
は
悟
法
隊
衣

第

噸
、
澤
功
徳
浮
土
第
二
、
定
慧

一
髄
第
三
、
敏
授
坐
暉
第
四
、
傳
香
繊
悔
第
五
、
塗
請
機
縁
第
六
、

南
頓
北
漸
第
七
、

唐
朝
徴
詔
第

八
、
法
門
封
示
第
九
、
付
囑
流
通
第
+
の
順
序
と
爲

つ
て
居
り
。
唯
篇
章
の
名
稻
が
異
る
の
み
な
ら
す
、
そ
の
内
容
が
必
す
し
も
明
藏
に

一
致
し
な
い
。
詳
に
い
へ
ば
、
そ
の
篇
章
の
分
け
か
た
が
違
ふ
の
で
あ
る
。
就
中
、
明
藏
本
の
行
由
第

一
と
般
若
第
二
を
併

せ
て
高
麗
本

の
悟
法
熔
衣
第

一
と
爲
り
、
明
藏
本
の
付
囑
第
十
が
高
麗
本
の
法
門
封
示
第
九
と
付
囑
流
通
第
十
に
分
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
之
を
表

に

し
て
示
せ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。
。

明

藏

本

高

麗

本

封

照

表

機 繊 坐 定 疑 般 行
　

縁 悔 藤 慧 問 若 由 明

第 第 第 第 第 第 第 藏

七 六 五 四 三 二_さ

(
高

麗

本
)

悟

法

傳

衣

第

一

繹
.功

徳

浮

土

第

二

定

慧

一
髄

第

三

教

授

坐

繹

第

四

傳

香

繊

悔

第

五

ム参

義副
懲
脳
…縁

第

六

五



六

頓

漸

第

八

南

頓

北

漸

第

七

宣

詔

第

九

唐

朝

徴

詔

第

八

法

門

封

示

第

九

付

囑

第

+

付

囑

流

通

第

+

次
に
爾
本
の
内
容
を
比
較
す
る
と
、
大
分
文
字
の
異
同
や
出
入
が
あ
り
、甚
し
い
の
は
藪
節
の
韓
倒
が
あ
り
、
爾
本
が
明
に
別
系
統
の
書

た
る
こ
と
を
示
し
て
居
る
。さ
て
、此
に
断
つ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
直
に
校
異
を
書
入
れ
る
明
藏
が
手
許
に
な
か
つ
た
の
で
、終
に

萬
暦
甲
申
秋
八
月
節
、
奮
恒
照
齋
書
。

と
い
ふ
六
醍
壇
維
記
を
附
し
た
本
を
、
寛
永
甲
戊
仲
冬
穀
旦
に
、
中
野
市
右
衛
門
の
梓
行
す
る
と
こ
ろ
の
和
刻
本
と
封
校
す
る
こ
と
に
し

た
。
斯
本
は
序
蹟
な
ど
の
附
屡
の
部
分
に
於
い
て
は
、
明
藏
本
と
少
々
異
る
黙
も
あ
る
が
、
本
文
に
於
い
て
は
、
明
藏
本
と
大
略
同

一
で

あ

る
か
ら
、
敢
て
差
支
な
い
も
の
と
思
ふ
。
六
祀
壇
経
記
は
明
藏
本
に
訣
け
て
居
る
か
ら
、
左
に
之
れ
を
録
し

て
置
か
う
。

壇
経
法
寳
言
下
見
性
、
善
悪
讐
遣
、
本
來
清
浮
、
悟
「入

此
門
一最
上
乗
人
、
寂
土
安
邦
惣
在
嵩自
心
ハ
九
載
秘
ヒ旦
二
更
頓
傳
、
是
破
レ暗
燈
、

是
度
"海
船
、
重
レ法
印
施
如
レ珠
、
示
與
昌無
債
至
寳
嚇
勿
レ棄
表
裡
『

今
爾
本
を
樹
校
す
る
に
、丈
句
や
章
節

の
互
に
錯
入
轄
倒
し
て
居
る
も
の
が
二
個
庭
あ
る
。即
ち
明
本
(
以
下
斯
本
を
箪
に
明
本
と
稻
す
る
)

定
慧
第
四
の
申
に

一
個
盧
、
明
本
坐
灘
第
五
の
中
に

一
個
虎
あ
る
。
先
づ
定
慧
第
四
(
高
麗
本
の
定
慧

一
罷
第
三
)
の
中
に
、

師
示
レ衆
云
、
善
知
識
。
我
此
法
門
以
鴇定
慧
一爲
レ本

不
レ断
嵩勝
負
↓
郡
璽
我

法
↓
不
レ離
西

相
↓

の
次
に
左
の

一
節
が
め
る
。



善
知
識
。
定
慧
猫
如
何
等
、
猫
如
黙燈
光
↓
有
レ燈
即
光
、
無
レ燈
即
暗
、
燈
是
光
之
膿
、
光
是
燈
之
用
、
名
難
レ有
三

、
禮
本
同

一
、
此
定

慧
法
亦
復
如
ヒ是
。

而
し
て
、
そ
の
次
に
、

師
示
レ衆
云
、
善
知
識
。

一
行
三
昧
者
、
於
昌
一
切
虞
↓
行
佳
坐
臥
、
常
行
一二
直
心
一是
也
。

と
し
て
、
此
の

一
節
は
次
の
丈
字
を
以
て
絡
つ
て
居
る
。

迷
人
不
レ會
、
便
執
成
レ顛
、
如
レ此
者
衆
、
如
レ是
相
教
、
故
知
昌大
錯
叩

然
る
に
、
高
麗
本
は

郡
壇
我

法
一
不
離

西

相
↓

よ
b
「
師

示
レ衆
云
」
の
四
字
を
除
き
、
直
に
、

善
知
識
、

一
行
三
昧
者
、
於
L

切
塵

、
行
往
坐
臥
、
常
行
】二

直
心
一是
也
。

に
蓮
績
し
、
此
の

一
節

の
絡
の

故
知
鴇大
錯
一、

迄
を
書
し
、
翻
て
、

善
知
識
、
定
慧
猫
如
何
等
…
…
…
…
…
…
此
定
慧
法
亦
復
如
レ是
、

と
錯
倒
し
て
居
る
。

次
は
明
本
坐
灘
第
五
(
高
麗
本
敷
授
坐
暉
第
四
)
の
中
に
、
錯
倒
が

一
個
虜
あ
る
。
明
本
で
は
章
の
初
に
、

七



八

師
示
γ衆
云
、
此
門
坐
輝
、
元
不
レ著
レ心
、
亦
不
レ著
㌧浄
、
亦
不
呂是
不
動
↓

と
あ
つ
て
、

若
薯
レ心
、
著
レ浮
即
障
γ道
也
。

と
い
ふ

一
節
が
あ
り
、
次
に
、

師
示
レ衆
云
、
善
知
識
。
何
名
坐
藤
↓

こ
ムロ
り
、

篭
女善

知
識
、
於
念

々
中
嶋
自
見
[本

性
清
浮
↓
自
修
自
行
.
自
成
託佛
道
↓

に
絡
る

一
節
が
あ
る
。
然
る
に
、
高
麗
本
は
全
く
此
の
爾
節
を
韓
倒
し
て
、
文
章
を
爲
し
て
居
る
。

以
上
の
二
個
塵
が
爾
本
の
大
に
異
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
丈
意
を
考

へ
て
み
る
に
、
前
者
の
場
合
は
明
本
の
方
が
文
意
が
よ
く
通
す
る

や
う
で
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
に
於
い
て
は
、
明
に
高
麗
本
が
優
れ
て
居
る
。

次
に
爾
本
の
封
校
に
依

つ
て
得
る
と
こ
ろ
は
、
爾
本
に
文
字
の
異
同
が
あ
り
、
出
入
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
今

一
々
夫
れ
等
を
指
摘
す

る
こ
と
は
、
徒
に
煩
雑
に
亘
る
こ
と
で
あ
り
、
全
巻
の
校
異
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
結
果
と
爲
る
故
、
大
禮
の
上

に
於
け
る
丈
字
や
蹴
句
の

異
同
を
大
略
出
し
て
み
よ
う
。

明
本
の
略
序
に
於
い
て
、
明
本
は
六
阻
の
籔
異
を
記
す
こ
と
が
詳
か
で
あ
る
に
反
し
、
高
麗
本
は
比
較
的
に
簡
輩
で
あ
る
。
丈
字
も
甚

だ
少
い
。

明
本
の
行
由
第

一
(即
ち
高
麗
本
の
悟
法
傳
衣
第

一
)
に
於
い
て
.
主
な
る
文
字
の
異
同
は
、



明
本
で
は
、

爲
レ衆
開
論
(
法
)

と
あ
る
が
、
高
麗
本
は
そ
の
下
に
、

摩
詞
般
若
波
羅
蜜
、

と
あ
b
o

僧
尼
道
俗

一
千
飴
人
、
同
時
作
禮
、
願
レ聞
法

嬰
↓

の
次
に
、
明
本
は

大
師
告
レ衆
日
、
善
知
識
、
菩
提
自
性
本
來
清
浮

と
あ
る
が
、
高
麗
本
は
其
の
前
に
、

大
師
告
口
、
善
知
識
、
総
浮
心
念
轟摩
詞
般
若
波
羅
蜜
↓
大
師

良
久

復
告
レ衆
日
、

と
し
て
明
本
と
同
じ
文
句
に
績
け
て
あ
る
。
明
本
に
は
軍
に
、

慧
能

一
聞
輕

語
一、

と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
高
麗
本
は
次
に
、

慮
無
所
佳
而
生
其
心
、

の
文
句
を
挿
入
し
て
居
る
。
明
本
に
、

一
本
有
四
我
亦
要
訥
ピ此
結
來

生
縁
一、

力、



の

一
句
を
鍵
行
に
し
て
、
註
と
爲
し
て
居
る
が
、
高
麗
本
は
之
を
本
丈
と
し
て
居
り
、
更
に
、

同
生
佛

地
一、

の
四
字
を
加

へ
て
居
る
。
明
本
は
菩
提
本
無
樹
の
偶

に
.

惹
或
作
レ有
非
、

と
い
ふ
註
を
加

へ
て
居
る
が
、
高
麗
本
は

此
依
一黄
梅
山
組
偶
】、
正
作
一慧

字
噺、
或
作
い有
非
。

と
詳
註
し
て
居
る
。
明
本
に
,

謂
}「慧
能
一日
、
不
レ識
奉

心
一、
學
レ法
無
!釜
、
若
識
角
本
心
一、
見
二自
本
性
一、

と
い
ふ
句
が
あ
る
が
、
高
麗
本
は
全
く
此
句
を
闘
い
で
居
る
。
明
本

に
、

組
相
逡
直
至
吊九
江
騨
一、
租
令
レ上
γ船
、

と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
高
麗
本
に
は
、
九
江
騨
の
下
に
左
の
六
字
が
あ
る
。

邊
有
二

隻
船
子
一、

明
本
の
般
若
第
二
(
高
麗
本
で
は
悟
法
傳
衣
第

一
の
中
)
の
初
に
、

次
日
.
常
使
君
請
釜
、
師
陞
座
告
嵩大
衆
一日
.
惣
浄
心
念
「}摩
詞
般
若
波
羅
蜜
多
一、
復
云
、

と
あ
る
を
,
高
麗
本
に
は
極
め
て
簡
箪
に
、

師
復
告
聚

日
、

一
〇



に
作

つ
て
居
る
。

明
本
の
疑
問
第
三

(高
麗
本
の
繹
功
徳
浮
土
第
二
)
は
大
し
た
異
同
は
無
い
が
、
左
の
如
き
小
異
が
あ
る
。

(明

本
)

(高
麗
本
)

(明

本
)

(高
麗
本
)

む

　

む

　

一

日

次

日

.
度

僧

供

僧

慶

榔

伽

塾

夢
昌邪
心
一

価
{晶邪
少

む

　

む

　

害
毒
忘

害
毒
除

唱

言

唯

言

明
本
の
坐
輝
第
五

(
高
麗
本
の
敏
授
坐
灘
第
四
)
の
中
に
、

善
知
識
、
外
離
レ相
即
暉
,
内
不
ゲ鼠
即
定
、
外
輝
内
定
是
爲
噂輝
定
納

と
あ
り
、
次
に
、

菩
薩
戒
経
云
、

と
あ
る
が
、
高
麗
本
は
此
の
爾
句
の
間
に
、
左
の

一
句
が
あ
る
。

浮
名
経
云
、
即
時
諮
然
,
還
得
鵬本
心
一、

明
本
の
機
縁
第
七

(
高
麗
本
の
参
講
機
縁
第
六
)
に
、

師
自
責
梅
得
雷法
、
回
至
…詔
州
曹
侯
村
一、
人
無
菖知
者
一、

の
次
に
,

「
他
本
云
」
と
し
て
、
註
を
附
し
て
あ
る
が
,
高
麗
本
に
は
全
く
此
の
註

を
闘

い
て
居
る
。
叉
,
明
本
に
,

有
魏
欄
レ欝

侯
玄
醤

叔
皐

二



一
二

と
あ
り
、
魏

一
に
習
に
作
る
と
あ
る
が
、
高
麗
本
は
正
し
く
晋
に
作
つ
て
居
る
。
明
本
の

行
思
輝
師
生
呂吉
州
安
城
劉
量

、

と
あ
る
を
、
高
麗
本
に
は
、

行
思
暉
師
姓
劉
氏
.
吉
州
安
城
人
也
、

に
作
り
、
明
本
に
註
し
て
、

謹
「弘
濟
輝
師

、

と
あ
る
註
は
高
麗
本
に
は
見
え
ぬ
。
以
下
之
れ
に
同
じ
。

明
本
懐
譲
暉
師
の
文
中
、

一
本
無
茜

天
以
下
二
+
七
字
一、

と
註
が
附
し
て
あ
る
が
、
高
麗
本
に
は
所
見
が
無
い
。
明
本
玄
畳
輝
師
の
條
に
、

温
州
戴
氏
子
、

と
あ
る
が
、
高
麗
本
に
は
此
五
字
が
無
い
。
明
本
暉
者
智
陛
の
條
に
、
左
の
註
が
あ
る
が
、

一
本
無
汝
但
以
下
三
+
五
字
'、
止
云
、
師
潤
其

遠
來
一、
途
垂
開
決
一、

明
本
に
方
辮
の
條
下
、
左
の
註
を
附
す
る
が
、
高
麗
本
に
は
亦
之
れ
を
闘
い
で
居
る
。

一
本
無
鵠忽
有
以
下
七
十
六
字
一、
止
云
、
有
蜀

僧
方
辮
一、謁
γ師
、
々
問

云
々
、

叉
明
本
に
、

高
麗
本
に
は
此
の
註
は
見
え
ぬ
。



曲
癌
其
妙
一、

と
あ
る
を
高
麗
本
に
は
、
そ
の
下
に
、
左
の
三
字
を
添

へ
て
居
る
。

口手
似
師

而
し
て
、
此
の

一
節
最
後
の
註
を
闘
い
で
居
る
。

明
本
の
頓
漸
第
八

(高
麗
本
の
南
頓
北
漸
第
七
)
に
、

生
來
坐
不
臥

の
偶
に
、

一
具
或
作
一元
是
↓

と
附
註
す
る
が
、
高
麗
本
に
は
此
の
註
無
し
。
明
本
に
、

這
沙
彌
孚
合
取

次
語
↓
會
乃
問
日
、
和
爾
坐
騨
還
見
不
見
、
師
以
柱
杖
一打
三
下
、

と
あ
る
を
、
高
麗
本
に
は
、

這
沙
彌
孚
合
取
次
語
↓
以
柱

杖
一打
三
下
、
會
乃
問
日
、
和
樹
坐
藤
還
見
不
見
、

に
作
つ
て
居
る
。
即
ち
句
が
錯
倒
し
て
居
る
。
明
本
に
、

汝
自
性
且
不
レ見
、
敢
爾
弄
レ人
、

と
あ
る
を
、
高
麗
本
に
は
、

汝
自
性
且
不
レ見
、
敢
爾
戯
論
、

=
昌



一
四

に
作
る
。

明
本
の
付
囑
第
十

(高
麗
本
の
法
門
封
示
第
九
)
に
、
章
名
の
下
に
、

室
谷

云
、
此
下
七
百
七
+
九
字
、
是
金
天
敏
人
偽
造

邪
言
↓
刊
レ板

増
入

、

と
註
が
し
て
あ
る
が
、
高
麗
本
に
は
此
の
註
が
無

い
。

明
本
で
は
同
章
で
あ
る
が
、
高
麗
本
の
付
囑
流
通
第
十
に
當
る
部
分
に
は
大
分
異
同
が
あ
る
。
明
本

に
、

師
於
太
極
元
年
季

延
和
七
旦
難

蒲
轍
鞍

歎

禮

輪
難

醗

と
あ

る

を
、

高

麗

本

に

は
、

師
於
天
極
元
年
季

七
旦
馨

鎗
醒
錫
奪

蛭
僻
動
漱
遜
藩

叉
明
本
に
、

師
復
日
、
諸
善
知
識
、
汝
等
各

々
浮
心
嘉
主
口論
法
一

と
あ
る
を
、
高
麗
本
に
は
簡
軍
に
、

師
復
日
、
汝
等

に
作
つ
て
居
る
。
叉
、
明
本
に
、

大
師
突

二
年
癸
護

八
月
初
三
日
醍
講

覇
・

と
あ
る
を
、
高
麗
本
に
は
、

大
師
開
元
元
年
癸
丑
歳
八
月
三
日
、



に
作
り
、
明
本
に
、

井
道
具
永
鎭
鴇寳
林
道
場
輔

と
あ
る
を
、
高
麗
本
に
は
、

井
道
具
等
守
塔
僧
者
戸
乏

.
永
鎭

寳
林
道
場
ハ

に
作

つ
て
居
る

。

以
上
大
艦
に
亘
り
、
爾
本
の
異
同
を
基
げ
牝
が
.

一
字
二
字
の
小
さ
い
も
の
は
列
學
し
な
か
つ
た
。
最
後

に
高
麗
本
に
は
、
守
塔
沙
門

令
聡
録
の
次
に
左
の

一
丈
が
あ
る
。

宋
大
祀
開
國
之
初
,
王
師
ヂ
南
海
ハ
劉
氏
淺
兵
作
レ梗
、
師
之
塔
廟
鞠
爲
艘

縫

而
眞
身
守
塔
僧
保
護

一
無
所

レ損
.
尋
有
制
興
↓
修
功

未
ヒ寛
.
會
宋
太
宗
即
位
、
留
昌心
樺
門
↓
詔
新
"師
塔
一七
暦
.
加
詫

大
鑑
眞
室
輝
顔

太
亭
興
國
之
塔
、
宋
仁
宗

天
聖
+
年
具
安
レ輿
迎
・師

眞
身
及
衣
鉢
↓
入
矢

内
一供
養
、
加
唱謹
大
鑑
眞
室
普
覧
輝
麺

宋
紳
宗
加
論

眞
室
普
畳
圓
明
禅
顕

本
州
復
興
梵
刹
、
元
献
公
曇
殊
暫
作

碑
記
具
載
。

六
組
藤
師
自
開

元
元
年
癸
丑
歳
示
寂
↓
至
「至
元
二
+
七
年
庚
寅
↓
得
孟

百
七
+
八
年
一　
。

以
上
、
明
本
と
高
麗
本
と
の
比
較
を
絡

へ
た
の
で
、
更
に
進
ん
で
、
そ
の
他
の
諸
本
と
の
異
同
に
及
ん
で

一
言

し
よ
う
。

現
在
知
ら
れ
て
居
る
範
園
で
い

へ
ば
、
唐
宋
時
代
の
壇
維
に
二
本
あ
る
。

一
は
即
ち
敦
燵
か
ら
出
た
本
で
.
他
は
即
ち
京
都
の
興
聖
寺

に
藏
す
る
本
で
あ
る
。

敦
煙
本
は
英
國
の
ス
タ
イ
ン
氏
が
持
還

つ
て
、
大
英
博
物
館
に
藏
す
る
も
の
で
、

一
紙
を
爾
折
し
、

一
部
二
十
六
紙
の
爲
本
で
、
そ
の

一
五



一
六

書
爲
の
年
代
に
就

い
て
は
、
何
等
の
記
載
が
な
い
。
併
し
書
風
か
ら
槻
て
、
唐
末
或
は
五
代
の
初
の
書
爲

に
係

る
も
の
と
思
は
れ
る
。
随

つ
て
、
そ
の
撰
述

の
時
代
も
略
推
定
さ
れ
る
次
第
で
あ
る
。
斯
本
は

六
租
慧
能
大
師
於
詔
州
大
梵
寺
施
法
壇
経

と
い
ふ
名
に
爲
つ
て
居
り
、
編
者
と
し
て
、

褻
受
無
相

戒
弘
法
弟
子
法
海
集
記

と
あ
り
。
そ
の
罷
裁
は
篇
章
を
分
た
す
、
内
容
は
次
に
説
く
興
聖
寺
本
と
類
似
し
、
そ
の
読
述
の
順
序
も
亦
よ
く
似
て
居
る
が
、
但
篇
末

に
は
大
分
差
が
あ
る
。
而
し
て
、
流
布
本

(明
藏
本
並
に
明
本
)
と
は
大
分
異
つ
て
居
る
。
興
聖
寺
本
並
に
明
藏
本
と
の
異
同
は
松
本
博

士
の
六
租
纏

の
書
志
學
的
研
究

糠

鰯
爆

掛
七
に
詳
か
で
あ
る
か
ら
、
砦

之
れ
を
読
か
ぬ
。
唯
そ
の
一
例
と
し
て
、
有
名
な
轟

秀
と
慧
能
の
偶
を
基
げ
よ
う
。
即
ち
紳
秀
の
偶
ぽ

心
是
菩
提
樹

身
爲
昌明
鏡
牽

明
鏡
本
清
浮

何
虚
染
塵

挨

と
あ
り
、
慧
能
の
偶
は

菩
提
本
無
レ樹

明
鏡
亦
無
レ墓

　
　

の

　

じ

佛
姓
常
青
浮

何
虚
有
塵
挨

と
爲

つ
て
居
り
、
興
聖
寺
本
に
あ
る
本
來
無

一
物
の
句
が
無
い
。

少
し
く
飴
論
に
亘
る
が
、
此
に

一
言
し
た
い
事
は
、
壇
維
の
原
始
的
形
式
に
就

い
て
ゴ
あ
る
。
余
の
窃

に
考

ふ
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、



壇
経
は
固
よ
り
六
組
の
言
行
を
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
初
め
か
ら

一
定
の
形
式
が
あ
つ
た
課
で
は
無
く
、
言
行
の
幾
個
條
か
を
唯
雑
然

と
書
か
れ
九
も
の
が
、
時
代
を
経
る
に
從
つ
て
整
理
さ
れ
、
唐
の
中
期
(
か
)
に
至
り
、
達
磨
の
法
流
を
汲
む
も
の

、
中
に
、
幾
つ
か
の
門

派
を
生
す
る
に
及
び
、
そ
の
封
抗
的
意
識
が
昂
じ
て
、
謂
は
ゆ
る
南
北
爾
宗
を
生
じ
、
南
宗
を
學
ぐ
る
徒
に
依
つ
て
、
北
宗
を
既
し
、
南

宗
を
褒
む
る
意
識
が
熾
烈
と
爲

つ
た
結
果
、
紳
秀
、
慧
能
爾
組
の
偶
を
作
成
し
、
謂
は
ゆ
る
南
頓
北
漸
の
標
語
を
生
じ
た
も
の
と
恩
惟
す

る
。
而
し
て
、
特
に
第
六
代
の
組
な
る
語
を
蓮
嚢
す
る
と
こ
ろ
叉
之
れ
を
傍
誰
し
て
居
る
。
即
ち
當
時
天
台
に
は
華
嚴
、
阿
含
、
方
等
、

般
若
、
法
華
、
浬
契
の
五
時
の
敏
制
が
あ
り
、
華
嚴
に
は
小
、
始
、
絡
、
頓
、
圓
の
五
敏
が
あ
り
、
華
嚴
の
澄
観

は
脚
を
頓
敏
に
揖
す
る

あ
り
。
斯
る
時
代
の
傾
向
は
暉
徒
自
ら
任
す
る
に
頓
を
以
て
し
、
下
級
の
輝
を
毘
し
て
漸
と
し
、
謂
は
ゆ
る
頓
漸

二
宗
を
分
つ
に
至
ら
し

め
た
も
の
で
あ
ら
う
。
宗
密
の
輝
源
諸
詮
集
に
は
輝
の
十
宗
を
出
す
申
、
北
宗
の
目
あ
り
、
圓
畳
維
疏
に
は
七
宗
を
基
げ
、
中
に
北
宗
の

馨

り
、
拾
遺
門
に
五
宗
を
列
し
.
中
に
北
宗
,
南
宗
の
名
脅

、
澄
観
は
玄
宗
の
開
元
二
+
五
轟

凝

星

れ
、

茎
示
の
開
成
三

年

瀦

に
寂
し
、
壽

青

二
歳
。
宗
密
繕

宗
の
建
中
元
年
魂

+
星

れ
、
武
宗
の
會
莞

年
編

に
寂
し
、
享
年
六
土

で
あ
る
。

さ
れ
ば
此
頃
が
輝
宗
に
流
派
を
生
じ
、
そ
の
掛
抗
意
識
の
燃
上
り
た
る
時
代
と
観
て
も
大
過
は
な
か
ら
う
。
即
ち
北
宗
の
租
神
秀
門
下
の

浮
畳
は
開
元
の
頃
(
か
)榜
伽
師
資
記
を
著
し
、
達
磨
拐
伽
を
慧
可
に
附
す
る
事
實
に
立
脚
し
、
そ
の
心
印
を
傳

ふ
る
も
の
唐
朝
に
及
ん
で

八
代
、
果
を
獲
る
も
の
二
十
四
人
を
學
げ
、
そ
の
燈

々
相
承
を
以
て
、
輝
宗
正
統
の
主
張
を
爲

せ
る
も
の
で
あ

る
。
即
ち
桝
伽
傳
燈
の
八

代
と
は
.
課
経
者
の
求
那
蹟
陀
羅
に
起
り
、
之
れ
を
達
摩
に
傳

へ
、
夫
れ
よ
り
慧
可
、
信
燦
、
道
信
、
弘
忍
の
六
代
を
数

へ
、
第
七
代
に

紳
秀
、
玄
蹟
、
安
の
三
師
、
第
八
代
に
普
寂
、
敬
賢
、
義
幅
、
恵
輻
の
四
師
を
列
す
る
。
又
開
元
二
+
四
年

に
建

て
た
大
唐
故
大
智
輝
師

碑
(
長
安
碑
林
に
在
り
)
の
序
に
も
達
摩
よ
り
、
可
、
燦
。
信
,
忽

留
輕
て
紳
秀
(大
通
郡
師
)
よ
り
義
幅
(
即
ち
大
智
暉
師
)
に
至
る
七
代
を

一
七



一
八

學
げ
て
、
東
山
學
門
と
稻
し
た
事
を
述
べ
て
,
左

の
如
く
記
し
て
居
る
。

輝
師
法
輪
始
〆自
天
竺

達
摩
輔

大
敏
東
派
三
百
飴
年
、
猫
穆
東
山
學
門
一也
,
自
　可
燦
信
忍
一至
天

通
一遽
相
印
、
屡
・大
通
之
簿
付
一者
,

河
東
普
寂
與
菖暉
師

二
人
、
即
東
山
轡

徳
七
代
手

藪
一夷
。

こ
は
よ
く
前
出
の
師
資
記
と

一
致
し
.
唯
求
那
蹟
陀
羅
を
嵌
く
の
み
で
あ
る
。
此
れ
等
に
封
し
て
、
弘
忍
門
下

の
智
幌
無
相
無
佳
を
主
と

す
る

一
派
が
あ
り
、
そ
の
師
資
井
に
傳
衣
相
承
を
記
し
た
歴
代
法
寳
記
の
出
る
あ
り
、
達
摩
の
正
統
を
持
し
.
浮
畳
の
師
資
記
を
破
し
、

求
那
蹟
陀
羅
を
斥
け
て
居
る
。
こ
は

一
面
大
智
暉
師
碑
と
も
相
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
當
時
論
孚
の
片
麟
を
示
す
も
の
で
、

そ
の
年
代
も
大
略
澄
観
、
宗
密
の
時
代
に
當

つ
て
居
る
。
さ
れ
ば
、
唐
の
中
葉
か
ら
、
そ
の
末
葉
に
か
け
て
、
斯
る
傾
向
が
愈
烈
し
く
な

つ
た
も
の
と
解
せ
ら
る
、
。

斯
様
に
観
察
し
て
來
る
と
、
此
に
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る

一
書
が
あ
る
。
そ
は
日
本
天
台
の
開
租
傳
敏
大
師
最

澄
の
請
來

に
係
る
曹
漢
大

師
傳
と
構
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
書
は

唐
詔
州
曹
漢
寳
林
山
國
寧
寺
六
組
恵
能
大
師
傳
法
宗
旨
井
高
宗
大
帝

勅
書

裳
賜
物
改
寺
額
及
大
師
印
可
門
人
井
滅
度
時
六
種
瑞
相
及
智
藥
三
藏

懸
記
等
傳

と
い
ふ
長
い
名
の

一
雀
で
、
講
來
録
(
越
州
録
)
に
そ
の
目
あ
り
、
現
に
延
暦
寺
に
藏
し
、
寳
暦
+
二
年
組
芳
之
れ
を
上
梓
し
、
今
に
流
行

し
て
居
る
。
そ
の
膿
裁
を
い
へ
ば
、
巻
子
本
で
、
竪
八
寸
六
分
、
全
長
+
二
尺

一
寸
五
分
、
烏
縣
欄
を
設
け
、

一
行
二
十
六
七
字
に
爲
し

て
あ
り
、
奥
に
、



貞
十
九
二
月
十
三
H
畢

の
記
あ
り
、
即
ち
貞
元
十
九
年
二
月
十
三
日
爲
了
の
意
な
る
べ
く
、
貞
元
十
九
年
は
本
邦
延
暦
二
十
一
ザ年
に
當
り
、
縫
背

に

「
澄
封
」
の

祀
芳
の
書
後
に
、
貞
元
+
九
年
を
延
暦
二
+
年

文
字
が
あ
り
、
最
澄
入
唐
し
て
唐
人
紗
爲
の
斯
本
を
獲
て
、
請
來
し
た
事
實
を
語
つ
て
居
る
。

乙
酉
に
當
つ
る
は
誤
で
あ
る
。
剰
ヘ
ニ
十
年
は

辛
巳
で
乙
酉
は
二

+
四
年
で
あ
る
。

斯
書
そ
の
長
々
し
き
書
名
の
示
す
や
う
に
、
慧
能
の
言
読
や
行
跡
の
幾
條
か
を
蓮
記
し
た
も
の
で
、
未
だ
著
述
と
い
ふ
程
の
罷
裁
を
具

へ
す
、
い
は
ゴ
畳
書
の
類
で
あ
る
。
即
ち
慧
能
の
傳
法
の
宗
旨
、
高
宗
の
勅
書
、
物
を
賜
ひ
、
寺
額
を
改
め
た
事
實
.
慧
能
の
門
人
に
關

す
る
事
、
慧
能
入
滅
の
時
の
六
種
の
瑞
相
、
智
藥
三
藏
の
懸
記
等
を
集
め
た
も
の
で
、
何
人
の
手
記
で
あ
る
か
、

い
つ
集
め
た
も
の
で
あ

る
か
明
か
で
な
い
が
、
假
令
記
事
中
年
代
の
錯
誤
少
ら
す
と
は
い

へ
、
叉
西
國
二
十
八
組
の
語
、
曹
漢
山
六
租
の
語
あ
り
と
は
い
へ
、
南

頓
北
漸
の
語
も
無
く
、
棘
秀
、
慧
能
の
偶
を
見
ぬ
黙
か
ら
考

へ
る
と
、
相
當
古
い
も
の
と
観
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ

の
内
容
か
ら
考

へ
て
、

後
世
の
壇
経
は
此
れ
等
を
粉
本
と
し
て
、
増
廣
潤
色
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
看
取
さ
れ
る
。
具
罷
的
に
い
へ
ば
、
此
れ
等
が
資

料
と
爲
つ
て
、
敦
煤
本
や
興
聖
寺
本
の
壇
経
と
爲
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

さ
て
、
元
に
回
つ
て
、
壇
経
の
異
本
中
宋
本
の
面
影
を
傳
ふ
る
興
聖
寺
本
に
及
び
、
夫
れ
と
新
出
の
高
麗
本
の
異
同
に
及
ば
う
。

興
聖
寺
本
は
宋
板
の
折
帖
を
本
邦
で
覆
刻
し
た
も
の
で
、
謂
は
ゆ
る
五
山
板
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
罷
裁
は
折
帖
を
方
冊
に

仕
立
て
上
下
二
巻
、
拾
五
枚
あ
り
、
上
巷
は
七
紙
、
下
雀
は
八
紙
で
、
序
文
の
二
紙
は
後
世
の
補
爲
に
係
り
、
下
雀
の
第
二
葉
(
一
紙
)
を

畝
い
で
居
る
。
奥
に
興
聖
寺
を
開

い
た
圓
耳
了
然
の
墨
書
が
あ
り
、
慶
長
四
年
及
び
同
八
年
に
讃
過
し
た
旨
が
記

さ
れ
、
そ
の
書
風
と
墨

色
か
ら
観
て
、
序
文
は
圓
耳
の
爲
す
と
こ
ろ
と
考

へ
ら
れ
る
。
但
此
の
序
文
が
必
然
的
に
斯
書
の
序
文
で
あ
る
か
ど
う
か
は
研
究
を
要
す

一
九



二
〇

る
と
こ
ろ
で
.
無
條
件
に
受
入
れ
る
課
に
は
い
か
ぬ

。併
し
今
假

に
斯
書
と
補
爲
の
序
丈
を
不
可
分
の
も
の
と
考

へ
て
槻
察
す
る
と
、
斯

書
は
宋
の
紹
興
二
十
三
年
に
開
板
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
此
に
柳
か
考

へ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
此
の
序
文
な
る
も
の
は
初
に
は
恵
源
述
と
あ
つ
て
、
絡
に
は
晃
子
健
謹
記
と
あ

り
、
そ
し
て
連
記
し
て
あ
つ
て

一
丈
の
罷
裁
を
爲
し
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
恵
派
の
述
で
あ
る
か
、
晃
子
健

の
記
で
あ
る
か
明
か
で
な

い
。
恐
ら
く
は
第

一
葉
の
裏

一
行
目
の

同
見
昌佛
性
一者
、

ま
で
が
恵
抵
の
序
で
、
夫
れ
に
績
く

子
健
被
レ旨
入
レ蜀
、

以
下
が
子
健
の
序
で
あ
ら
う
。
前
者
に
擦
れ
ば
壇
経
の
古
本
は
文
繁
く
し
て
、
披
覧
の
徒
初
は
折

べ
ど
も
、
後

は
厭
ふ
に
依
り
、
丁
卯
の

年
爾
巻
+

一
門
と
爲
し
た
と
い
ふ
か
ら
、
恵
抵
が
古
本
を
制
定
し
て
爾
雀
+

一
門
と
爲
し
た
と
い
ふ
意
で
あ
る
。
即
ち
制
定
者
の
序
で
あ

り
、
後
者
に
依
れ
ば
、
蜀
か
ら
荊
南
に
回
り
、
七
世
の
祀
丈
元
公
手
澤
の
爲
本
(
壇
経
)
を
獲
て
、
之
れ
を
開
板

し
た
事
が
述

べ
て
あ
る
か

ら
,
開
板
者
の
序
で
あ
る
。
而
し
て
、
文
元
公
手
澤
の
爲
本
と
恵
源
の
制
定
本
と
の
關
係
は
ど
う
な
る
か
、
恵
源
の
古
本
と
い
ふ
の
が
文

元
公
の
手
澤
本
の
こ
と
で
、恵
源
は
夫
を
珊
定
し
た
の
か
、或
は
反
樹
に
恵
源
の
制
定
本
を
文
元
公
が
讃
ん
だ
の
か
、
之
れ
は

一
に
丁
卯
の

解
繹
に
係
る
が
、恵
源
の
簿
記
が
詳
か
で
な
い
か
ら
、
そ
の
推
定
に
も
大
分
根
擦
の
薄
弱
を
來
す
。
鈴
木
博
士
(
大
拙
)
は
後
解
を
探

つ
て
、

丁
卯
を
委

祀
乾
墾

隻

は
仁
宗
蚕

五
年
に
擬
し
て
居
ら
れ
る
麗

灘

蹴

が
、
最
澄
所
傳
の
謂
は
ゆ
る
墓

大
師
傳
の
書
か
嚢

貞
元
+
九
年
か
ら
は
、

乾
徳
五
年
は
百
六
+
五
年

に
爲
り
、
天
聖
五
年
は

二
百
二
+
五
年
と
爲
る
。

即
ち
百
五
+
年
乃
至
二
百
年
間
に



壇
経
は
非
常
に
壇
廣
し
て
、

「
古
本
文
繁
]
と
い
ふ
歌
態
に
爲
つ
た
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
、
興
聖
寺
本

の
開
板
さ
れ
た
紹
興
二
+

三
轟

謬

ま
で
は
、
貞
元
+
九
年
か
ら
三
百
五
土

年
で
あ
り
、
乾
徳
奉

か
ら
は
百
八
+
七
瑛

蚕

五
年
か
ら
は
百
二
+
七
年
で

あ
る
。
併
し
酬
つ
て
考

ふ
れ
ば
、
恵
源
の
序
に
は

分
爲
爾
雀
噴
凡
+

一
門
、

と
あ
つ
て
、
興
聖
寺
本
の
内
容
と

一
致
す
る
か
ら
、
興
聖
寺
本
の
序
に
相
違
な
い
が
、
而
も
晃
子
健
の
序
に
は

一
言
の
恵
源
に
及
ぶ
も
の

は
な
い
か
ら
、
此
の
序
が
果
し
て
興
聖
寺
本
の
序
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
邊

に
も

一
考
を
要
す
る
で
は
あ
る
ま
い
か
。
若
し
果
し
て
然
り
と

す
れ
ば
、
興
聖
寺
本
の
原
刊
本
を
南
宋
紹
興
二
+
三
年
の
開
板
に
係
る
も
の
と
い
ふ
こ
と
も
亦

一
考
を
要
す
る
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
は

尚
残
さ
れ
た
問
題
が
潜
ん
で
は
居
ま
い
か
。

興
聖
寺
本
の
原
刊
本
を
假
に
紹
興
二
+
三
年
の
刊
行
と
定
め
、
高
麗
本
の
延
砧
丙
辰
範
と
比
較
す
る
と
、
此

の
間
百
六
+
四
年
で
あ
り

貞
元
+
九
年
か
ら
は
五
百
十
四
年
後
と
爲
る
。
今
興
聖
寺
本
と
延
結
高
麗
刻
本
と
を
比
較
す
る
と
左
の
如
き
結
果
と
爲

る
。

興
聖
寺
本
は
上
下
一
一巻
+

一
門
に
分
ち
、
高
麗
本
は
雀
を
分
た
す
、
章
は
十
章
と
爲
つ
て
居
る
。
而
し
て
そ
の
章
名
の
爾
者
に
於
い
て

略

一
致
す
る
も
の
が
三
あ
る
。

興
聖
寺
本
は
上
巻
に
、

一
縁
起
説
法
門
、
二
悟
法
傳
衣
門
、
三
爲
時
衆
読
定
慧
門
、
四
敏
授
坐
縄
門
、
五
読
傳
香
幟
悔
焚
願
門
、
六
読

一
罷
三
身
佛
相
門
の
六
門
が
あ
り
、
下
巷
に
七
読
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
門
、
八
問
答
功
徳
及
西
方
相
歌
門
、
九
諸
宗
難
問
門
、
十
南
北
二
宗

見
性
門
、
十

一
教
示
+
憎
憾
法
門
の
五
門
が
あ
り
、
合
計
+

一
門
と
爲
つ
て
居
る
。
高
麗
本
は
前
に
出
す
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
中
、
悟

法
傳
衣
第

一
は
興
聖
潔
本
の
二
悟
法
傳
衣
門

に
、
敢
授
坐
輝
第
四
は
興
聖
寺
本
の
四
藪
授
坐
輝
門
に
、
傳
香
繊
悔
第
五
は
興
聖
寺
本
の
五

N二



ニ
ニ

論
簿
香
繊
悔
嚢
願
門
に
、
そ
の
名
稻
が
酪
似
し
、
爾
書
の
親
縁
の
如
何
に
密
な
る
か
を
示
し
て
居
る
。

次
に
内
容
に
入
つ
て
封
照
す
る
に
、
前
に
學
げ
た
明
本
と
高
麗
本
の
章
節
の
鱒
倒
錯
入
の
二
個
虞
が
高
麗
本

は
杢
く
興
聖
寺
本
と

一
致

す
る
。
即
む
第

一
の
明
本
定
慧
第
四
の

一
條
は
高
麗
本
と
興
聖
寺
本
と

一
致
し
、
興
聖
寺
本
と
明
本
と
は
背
馳
す
る
。
第
二
の
明
本
坐
脚

第
五
の
中
の

一
條
も
、
高
麗
本
と
興
聖
寺
本
と

一
致
し
、
明
本
と
興
聖
寺
本
と
は
合
は
ぬ
。
而
し
て
、
此
の
章
は
右
に
い
ふ

一
節
と
他
の

一
節
の
僅
に
二
節
よ
り
成
る
に
過
ぎ
ぬ
が
、
興
聖
寺
本
に
は
全
く
他
の

一
節
を
闘
い
で
居
る
。
こ
れ
或
は
恵
泳
の
い
ふ
が
如
く
、
文
繁
き

に
依

つ
て
削
去
つ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
の
劃
照
に
依
つ
て
明
か
な
る
が
如
く
、

高
麗
本
は
興
聖
寺
本
と
非
常
な
親
縁
を
有
し
、

形
式
は
明
藏
本
叉
は
明
本
と
類
似
し
な

が
ら
、
そ
の
中
に
宋
本
と

一
肱
相
通
す
る
鮎
が
少
く
な
い
。
故
に
最
小
限
度
に
於
い
て
、
高
麗
本
は
興
聖
寺
本
と
明
藏
本
と
の
中
間
的
の

も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
が
可
能
で
あ
ら
う
。
随

つ
て
、
壇
経
の
形
式
を
從
來
敦
煤
本
i

興
聖
寺
本
-

明
藏

本
と
攣
遽
し
た
と
考

へ
ら

れ
た
が
、
今
や
、
そ
の
間
に
高
麗
本
を
入
れ
て
、
敦
燵
本
ー

興
聖
寺
本
ー

高
麗
本
i

明
藏
本
と
改
訂
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ

ら
う
と
思
ふ
。
此
の
黙
に
於
い
て
、
元
延
肪
高
麗
刻
本
の
出
現
は
多
大
の
意
義
が
あ
る
。

余
は
復
考

へ
る

。興
聖
寺
本
が
比
較
的
簡
輩
で
あ
り
、
簡
略
で
あ
る
と
い
ふ
故
を
以
て
,
之
れ
が
壇
維
の
原
形
に
近
い
も
の
で
あ
り
,

む

む

む

む

む

　

む

む

　

原
本
で
あ
る
之
考
ふ
る
事
は
柳
か
早
計
で
は
あ
る
ま
い
か
。
勿
論
興
聖
寺
本
は
現
在
の
形
に
於
い
て
は
、
敦
煤
本
と
共
に
壇
経
と
し
て
は

　

む

む

む

む

む

む

む

極
め
て
簡
軍
で
あ
り
,
簡
略
で
あ
る
。
併
し
夫
れ
は
飽
く
ま
で
現
在
の
形
に
於
い
て
い
は
る
べ
き
で
あ

つ
て
、
最
初
か
ら
そ
う
で
は
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
そ
は
厘
引
く
恵
淋
の
序
文
に
、

む

む

古
本
丈
繁
、
披
覧
之
徒
初
析
　後
厭
、
余
以
下太
歳
丁
卯
.
月
在
二
甦
賓
↓
二
十
三
日
辛
亥
拍
於
思

迎
塔
院
(
分
爲
鴨爾
雀
,
凡
十

一
問
輔



む

む

む

む

む

　

む

む

む

む

む

む

　

む

む

む

む

む

む

む

　

む

む

む

　

む

む

む

む

む

む

む

と
あ
る
が
如
く
、
恵
源
の
獲
た
原
本
は
今
の
興
聖
寺
本
よ
り
は
大
分
繁
雑
で
あ
り
、
廣
本
で
あ

つ
た
の
を
.
制
定
し
て
今
の
形
と
爲
し
た

事
ほ
明
か
で
あ
る
か
ら
、興
聖
寺
本
の
原
本

に
は
必
す
し
も
簡
輩
で
も
な
く
、簡
略
で
も
無
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
前

に
學
げ
た
明
本
坐
騨
第

五
.
高
麗
本
敏
授
坐
騨
第
四
の
中
の
坐
繹
に
關
す
る

一
節
の
如
き
は
、
元
は
右
爾
本
の
如
く
、
今

一
節
あ

つ
た
の
を
恵
沸
が
削
除
し
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
、
斯
様
に
考

へ
て
來
る
と
、
興
聖
寺
本
に
封
す
る
無
條
件
的
禮
讃
は
少
し
く
差
控

へ
ね
ば
な
る
ま

い
と
思

ふ
。
畢
寛
す

る
に
、
若
し
惑
派
の
刷
定
を
経
ざ
り
し
な
ら
ん
に
は
、
そ
の
繁
簡
高
麗
本
乃
至
明
藏
と
如
何
と
い
ふ
問
題
は
確

に

一
考
の
飴
地
あ
る
も
の

と
思
惟
す
る
・
衡

い
ふ
は
決
し
て
余
の
妄
断
で
な
い
。
そ
の
誰
と
し
て
學
ぐ
べ
き
は
、
宋

の
佛
日
契
嵩

の
鐸
婆

集
堆

に
牧
む
る
六

租
法
寳
記
叙
で
あ
る
。
法
寳
記
は
即
ち
壇
経
で
、
契
嵩
法
寳
記
を
編
し
、
郎
侍
郎
な
る
も
の
そ
の
序
を
製
す
。
さ
れ
ば
、
そ
の
序
文
を
契

嵩
の
文
集
に
牧
め
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
叙
の
絡
の
方
に
、
侍
郎
は
壇
経
が
俗
の
増
損
す
る
と
こ
ろ
と
爲
り
、
丈
字
鄙
狸
繁
雑
殆
ど
考

ふ
べ
か
ら
ざ
る
を
厭
ふ
た
。
然
る
に
會
沙
門
契
嵩
が
壇
経
の
贅
を
作
つ
た
の
で
、
侍
郎
は
契
嵩
に
壇
経
の
校
訂
を
渤
め
た
と
こ
ろ
、
二
年

の
後
,
契
嵩
は
曹
漢
の
古
本
を
得
て
之
れ
を
校
し
、
勒
し
て
三
巻
と
爲
し
た
の
で
、
侍
郎
之
れ
を
開
板
し
た
と
い
つ
て
居
る
。
即
ち
左
の

通
り
で
あ
る
。

六
祀
之
論
余
素
敬
γ之
、
患
四
其
爲
冨俗
所
一増
損

而
文
字
鄙
裡
繁
雑
殆
不
レ亘

考
,
會
沙
門
契
嵩
作
壇

経
賛
↓
因
謂
}嵩
師
一日
、
若
能
正
乏

、

吾
爲
出
レ財
模
印
、
以
廣
一其

傳
↓
更
二
載
,
嵩
果
得
曹
漢
古
本
一校
乏

、
勒
成
一一三
雀
↓
燦
然
皆
六
祀
之
言
、
不
噌復

謬
妄
↓乃
命
レエ
鎮
レ板
、

以
集
…其
勝
事
↓
至
和
三
年
三
月
十
九
日
序
。

'

至
和
三
年
は
宋
仁
宗
の
年
號
で
、

本
邦
の
天
喜
四
年
に
當
り
、

天
聖
五
年
の
後
三
+
年

に
當
る
。

即
ち
鈴
木
博

士
が
興
聖
寺
本
恵
源
捌

定
の
年

に
擬

せ
ら
る
～
(
二
論
中
の

一
設
)年
か
ら
三
+
年
の
後
で
あ
る
。
而
し
て
、
興
聖
寺
本
開
板
の
紹
興
二
+
三
年
か
ら
九
+
八
年
前

二
三



二
四

で
あ
る
。
惜
い
か
な
、
斯
本
は
今
に
傳
は
ら
ぬ
か
ら
、

そ
の
内
容
や
分
量
を
明
か
に
す
る
を
得
ぬ
が
、

勒
し
て
三
雀
と
爲
た
と
あ
る
か

む

む

ら
、
相
當
の
量
が
あ
り
、
左
程
簡
軍
な
も
の
で
あ
つ
た
と
は
考

へ
ら
れ
蹟
。
果
し
て
然
ら
ば
、
恵
源
の
制
定
し
た
興
聖
寺
本
の
原
本

(
原

む刊
本
に
非
す
)
も
左
程
簡
略
で
あ
つ
た
と
は
考

へ
ら
れ
ぬ
。
斯
様

に
考

へ
て
來
る
と
、
興
聖
寺
本
と
高
麗
本
乃
至
明
藏
本
と
の
異
同
や
關

係
も
、
更
に
再
検
討
を
要
し
な
い
で
あ
ら
う
か
。
識
者
の

一
考
を
期
待
す
る
。

高
麗
本
の
解
論
に
就
い
て
は
,
こ
れ
で
鑑
し
た
と
思
ふ
。
伍
て
此
の
邊
で
摺
筆
す
る
で
あ
ら
う
。
絡

に
斯
の
板
本
の
復
爲
か
と
思
は
る

、
も
の
が
宮
内
省
圖
書
寮
に
在
り
、

成
豊
+
年
庚
申
+
月
日
普
懸
拝
書
。

の
識
語
を
有
す
る
こ
と
を
附
記
し
て
置
か
う
。

(
昭
和
+
年
六
月
京
都
に
於
い
て
)


